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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ： 2022 年 4 ⽉ 14 ⽇  
● 事 業 名 ： 教育と仕事をつなげる愛知モデル構築プロジェクト 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈⽇本国際交流センター 
● 実 ⾏ 団 体 ： ⼀般社団法⼈ DiVE.tv   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ 有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 
 

達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 

 

1、愛知県における外国ルーツ
⻘少年の属性の違いによる実
態や課題を把握し、発信や協議
をする機会が作られる。 

① 調査報告書の配
布部数 
② 掲載ウェブペー
ジのアクセス数  
③ シンポジウムの 
参加⼈数                            

①50 冊                  
② 合計 50 回以上 
① 100 ⼈以上 

2023 年 3
⽉ 

① 40 冊（80%） 
② 2021/9/15~2022/4/13

で延べ 514 ユーザー 
③ 未開催 
現在は第２回の調査に向
けてチームを編成し、調査
計画を⽴てている。その結
果は 2023 年に予定いてい
るシンポジウムにて発表
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する予定。 
2、外国ルーツ⻘少年向けの情
報窓⼝の開設により、⻘少年が
必要とするキャリア関連情報
がオンラインにより提供され
る。 

①プレゼンデータの
作成数 
②コンテンツ（ビデ
オ、記事）作成数 
③協⼒者数（出演者、
取材先等）                              
④コンテンツ作成に
参加した外国ルーツ
⻘少年の数 

① のべ 20 以上 
② のべ 30 以上 
③ のべ 50 ⼈以上 
④ のべ 20 ⼈以上 

2023 年 3
⽉ 

①  6（作成中） 
② 10（作成済み） 
③ 7 ⼈ 
④ ４⼈ 
プレゼンデータはまだ完
成には⾄っていないが、⽅
向性の決定とテンプレー
トの作成、作業フローの作
成、協⼒者（外国ルーツ⻘
少年）の選定はできた。 

３ 

3、 13〜25 歳の外国ルーツ⻘少
年がキャリア・就労について具
体的に考えるための機会が提
供される 

①しごと⾒学会の開
催数及び参加者数    
②しごと⾒学会に協
⼒した企業数       
③ワークショップ・
オンラインセミナー
の開催数および参加
者数 
④ワークショップ・
オンラインセミナー
に協⼒した関係者数 

①  ５回以上、のべ 20 ⼈以上 
②  ５社以上 
③  合計 15 回、のべ 80 ⼈以上 
④  のべ 10 ⼈以上 

2023 年 3
⽉ 

① ２回、のべ７⼈ 
② ２社 
③ 合計６種 4２回、のべ

151 ⼈ 
④ のべ９⼈ 
しごと⾒学会は、コロナの
影響で企業側からキャン
セルされるなど、必ずしも
計画通りには進まなかっ
た。2022 年度には協⼒企業
を増やし、⽬標数である５
社を達成できる⾒込み。 
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4、外国ルーツ⻘少年が得意な
ことを活かして⽇本社会とつ
ながれる新たな場が創出され
る。 

①クラブ活動の開催
数、参加者数 
②活動でつくられた
作品の数  
③マルシェ等に出店
した回数 

①  20 回、のべ 120 ⼈以上 
② 10件以上 
③  3 回 

2023 年 3
⽉ 

① 20 回、のべ 77 ⼈ 
② 4件 
③ １回 
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5、外国ルーツ⻘少年が教育や
進路について悩んだ時に相談
できる窓⼝が設置され、その存
在が認知される。 

① 勉強会およびケ
ーススタディ交流会
の開催数、参加者数 
② 外国ルーツ⻘少
年の相談者数  
③ 外国ルーツ⻘少
年からの相談に対応
した件数 

① 合計 10 回以上、のべ 50 ⼈以
上 
② 合計 20 ⼈以上 
③ ⽉ 4 回以上 

2023 年 3
⽉ 

① 10 回、のべ 120 ⼈ 
② 合計 13 ⼈ 
③ ⽉１回以上 

2 

＊進捗状況：1 計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3 計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 

A：変更項⽬ 
þ 変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
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3. 活動に関する報告 
１、外国ルーツ⻘少年の実態調査および結果の周知 

2022 年度に実施する第２回実態調査のチームメンバー（６名）を決め、調査の⽬的や対象について話し合った。その結果、第１回調査
を活かすためにもブラジル学校の卒業⽣を主な対象とし、卒業後の進路や意識の変化を調査することによって、ブラジル学校に対する
⽀援の強化と具体化を図ってはどうかという意⾒で⼀致した。また、チームメンバーは⼤阪⼤学や名古屋市⽴⼤学などの修⼠・博⼠課
程に属する研究者であり、監修者として多⽂化共⽣研究の専⾨家にも加わっていただいた。今後は８⼈のチームメンバーで調査の設
計・集計・分析などを進めていく予定。 

２、進路選択に必要な情報整理、コンテンツ制作、発信 
発信の内容は⼤きく２種類に分かれる。⼀つは YouTubeでのオンラインプレゼンで、住友商事のプロボノメンバーと議論を重ね内容お
よび⽅法を定めることができた。まだコンテンツ制作には⾄っていないが、テンプレートはほぼできたため、2023 年度に順次制作し
ていく予定。⼆つ⽬は社会⼈先輩のインタビューシリーズで、YouTubeとポッドキャストで発信している。すでに７⼈のインタビュー
を済ませ、ビデオと⾳声データを公開した。またそのうち３⼈のインタビューをウェブ記事にして公開した。 

３、しごと⾒学会、ワークショップ 
コロナの影響で⾒学の受け⼊れ企業を探したり参加者を募ることに苦戦した。⼀⽅で、ブラジル学校に出向いて実施したワークショッ
プは、どれも好評だった。内容は、⽇本語でゲームをしたりアート作品をつくるなどエンパワメントを⽬的とするもので、それにより
ブラジル学校に通う⽣徒の特徴やニーズをより具体的に把握し、今後、より多彩なワークショップを提案するための⼟台を築くことが
できた。オンライン講座は４種類（初級⽇本語、履歴書作成、ウェブデザイン、接客マナー）実施したが、参加者数が少なかったり⽋
席が多いなど、若者向けにオンライン講座を実施する難しさを実感した。 

４、クラブ活動 
アパレル販売を通してビジネス体験をするクラブ活動を⽴ち上げることができた。上期は事業計画づくりと EC サイトの⽴ち上げで、
７⼈の参加者が週に１回継続的に参加した。下期の前半はクラブ活動を休⽌し、ブランディング活動に注⼒した。そして 2022 年 2 ⽉
に実施した撮影会にはカメラマンやモデルとして８⼈の外国ルーツ⻘少年が参加し、毎⽇新聞にも当事者発の取り組みとして掲載され
た。2023 年度は撮影会だけでなく、デザイナーとして継続的に活動に参加する⼈の拡⼤を図る。 
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５、⽀援者間のネットワークづくり、相談窓⼝の設置 
⽀援者を対象とした勉強会は、2022 年度に５回開催した。特にオンラインでの開催時は参加者数が多く、県外から、また福祉分野か
らの参加者が⽬⽴った。これまでは県内の多⽂化⽀援関係者のみの連携を想定していたが、ネットワーク形成の⽬的や⽅法を考え直す
良い機会となった。今後はネットワークの持続的な運営⽅法も含め、改めて枠組みを考えて、整備する。 
外国ルーツ⻘少年の教育に関する相談窓⼝に関しては、試験的に３⼈のブラジル学校在校⽣にオンラインで個別カウンセリングを⾏っ
た。これにより、カウンセリングの内容や記録⽅法だけでなく、相談者を募る⽅法も具体的に考察することができた。特に進路に関す
る相談を受けるためにはアウトリーチ型の広報が重要であると感じたため、今後はワークショップやイベントと合わせて相談者を募る
など相談窓⼝の拡充を図る。 

6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
対⾯ワークショップへの参加をオンラインでもできるよう、インスタグラムにてライブ配信を⾏った。また、会場では換気や消毒を徹底し、
参加者が安⼼して参加できる環境を整備した。 

④ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þ イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
 毎⽇新聞にクラブ活動の様⼦が掲載された（2022/3/10ネット配信、3/27 東海３県版の朝刊に掲載） 

タイトル：ブラジル⼈、服に託す夢 全国最多、６万⼈在住の愛知 ⽇系の若者、ブランド設⽴ 
https://mainichi.jp/articles/20220327/ddq/041/040/002000c 
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 https://mainichi.jp/english/articles/20220309/p2a/00m/0li/022000c 

2.広報制作物等 
 事業専⽤のホームページ（https://dive-teens.com）を制作、公開 
 

3.報告書等 
 外国にルーツをもつ青少年のキャリア教育に関する調査〈中間報告書〉（2021 年 6月作成）： 
 https://dive-teens.com/2021/06/27/ブラジル学校 341 人アンケート/ 
 

4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 
☐完了  þ整備中 

 
2. 整備が完了した規程類を web サイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した ☐⼀部未公開 þ未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 

ホームページの固定ページのリニューアルがまだできていないため。2022 年 6⽉ 1 ⽇までに公開予定。 
3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
 

2. 内部通報制度は整備されていますか。 
þ はい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：☐内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  þ JANPIA の窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 

þ はい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 

þ 内部監査を実施  ☐外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 
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添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
（左上）しごと⾒学会でシルクスクリーン印刷の会社を訪問、（右上）カンチーニョ学園にてアートワークショップ、 
（左下）クラブ活動の⼀環として撮影会を実施 
 
 
 


